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インターバンクの声 （2017 年 2 月 22 日） 
 

東京市場の昼過ぎに 113 円 70 銭台までドル買い・円売りが進んだ円相場は、その

後、欧州勢が参入する前に調整が入ったものの、ロンドン市場では再び 113 円 70

銭台に戻し、ニューヨーク市場でもドルの堅調さが続きそうだった。 

アジア時間から米長期金利が上昇していたことに加え、フィラデルフィア連銀のハー

カー総裁が 3 月の米連邦公開市場委員会（FOMC）で利上げが議題になるとの見

通しを示したことで利上げ観測が強まったこともドル買いを後押ししていた。 

ただ、足元の局面でドルが大きく上昇する材料は少なく、むしろもう一段のドル売り

調整が入る可能性が高いと見る市場参加者が少なくないのも事実だ。 

そうしたドル高・ドル安の相場観が混在する中、ポジションがややドルの買い持ちに

傾いていたタイミングで発表されたのが、米 2月のマークイット製造業PMIとサービス

業 PMI だった。いずれも市場予想よりも低調な結果で、普段はあまり反応することが

ない指標がドル売りの恰好の材料にされてしまった。 

こうなると今夜遅くに発表される 1 月 31 日～2 月 1 日に開催された米 FOMC の議

事要旨もしっかり見ないといけない。 
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